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第 8 7 0 号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成2年１月１日現在）

世帯数　57,853世帯(前月比45世帯減）

人　口　176,982人（前月比12人増）

　　男　87,552人

　　女　89,430人

元年度市政モニターアンケート

から

ご
み
の
分
別
・
減
量
に
も
工
夫

　
市
で
は
昨
年
、
「
清
掃
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
」
に
つ
い
て
、
市
政
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
強
い
関
心
の
あ
る
事

や
、
ご
み
の
分
別
・
減
量
に
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
り

ま
し
た
。
一
方
、
市
へ
の
要
望
で
は
、
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
回
数
の
増
加
な

ど
条
件
整
備
を
求
め
る
声
が
多
い
事
も
分
か
り
ま
し
た
。

▲市政モニターのつどい（昨年5月13日）

　
最
近
の
人
口
急
増
と
生
促
錫

の
高
度
化
、
隻
采
準
の
向
上
な

ど
に
よ
り
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
や
産
業
廃
棄

物
の
量
は
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
質
的
に
も
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
時
代
忿
反
映
し
て
、
古
紙
回
収

や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
、
ご
み

も
資
源
と
し
て
見
直
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
ご

み
の
大
型
化
な
μ
石
目
立
ち
始
め

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
清
掃
問
題
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
伺
い

し
、
身
近
な
要
望
事
項
を
把
握
す

る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か

ら
年
代
・
性
別
・
地
域
を
考
慮
し

た
上
で
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
平

改
元
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
百
九
十

二
人
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
回
答

者
は
百
五
十
八
人
、
回
収
率
は
八

二
・
三
％
で
し
た
。

　
ま
ず
、
「
学
治
市
が
、
家
庭
の

ご
み
収
集
以
外
に
行
っ
て
い
る
次

の
業
務
を
知
っ
て
い
束
ふ
、
ま

た
利
用
さ
れ
て
い
求
で
か
」
を
伺

い
ま
し
た
（
左
表
参
照
）
。
リ
サ
イ

ク
ル
奮
隊
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周

知
度
は
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い

る
と
思
わ
れ
、
特
に
粗
大
ご
み
に

つ
い
て
は
百
四
土
ハ
人
（
九
二
・

四
％
）
と
高
い
数
値
忿
ｙ
し
て
い

康
す
。
し
か
し
、
利
用
度
と
な
る

と
、
ど
の
業
務
も
決
し
て
高
い
と

は
言
え
な
い
ぷ
コ
で
す
。

　
次
に
、
「
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
の
分
別
収
集
で
気
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
点
」
を
伺
っ
た
と

無火災の願いを込めて

消防出初め式

こ
ろ
、
「
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な

い
ご
み
の
容
器
か
分
け
て
い
る
」

　
「
プ
ラ
ス
チ
″
ク
、
缶
類
、
瓶
を

別
々
に
分
け
る
」
「
割
れ
物
は
別

袋
に
い
れ
て
「
割
れ
物
」
と
明
記

す
る
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ご
み
の
減
量
」
に
つ

い
て
も
、
「
生
ご
み
は
水
切
り
を

よ
く
し
て
い
る
」
「
紙
は
で
き
る

だ
け
古
紙
回
収
に
出
し
て
い
る
」

　
「
買
い
物
の
時
、
不
必
要
な
袋
や

余
分
な
包
装
は
断
っ
て
い
る
」
な

ど
の
工
夫
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
全
町
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
」
が
　

3
6
・
１
％

　
次
に
、
「
現
在
、
試
行
的
に
五

町
内
会
で
取
り
組
み
中
の
瓶
・
缶

類
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
序
に
つ
い

て
お
聞
峰
し
た
と
こ
ろ
、
『
対
象

を
全
町
内
会
に
広
げ
る
べ
き
』
が

済掃彙務の周知度・利用度調査（複数回答）

〈知っている業務内容〉 人数(人) 率（％）

粗大ごみ（臨時．有料） 146 92.4

犬、猫などペットの死体処理 119 75.3

溝掃除のごみ（土） 104 65.8

使用済み乾電池の回収 93 58.9

古紙回収 83 52.5

リサイクル（瓶、缶類の回収） 49 31.0

知らない ｌ 0.6

〈利用している彙務内容〉 人数(人) 率（％）

粗大ごみ（臨時、有料） 43 27.2

犬、猫などペットの死体処理 35 22.3

溝掃除のごみ（土） 47 29.9

使用済み乾電池の回収 60 38.0

古紙回収 41 25.9

リサイクル（瓶,缶類の回収） 23 14.6

利用したことがない 39 24.7

五
十
七
人
（
三
六
・
一
％
）
、
『
希

望
ず
る
町
内
会
で
行
う
』
が
四
十

七
人
（
二
九
・
七
§
）
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
に
強
い
関
心
の
あ
る

事
が
ラ
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
「
燃
え
な
い
ご
み
の
収

集
回
芦
に
つ
い
て
は
、
「
男
行

で
よ
い
」
と
答
え
た
人
が
七
十
人

（
四
四
・
三
％
）
お
Ｇ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
「
月
三
回
」
と
「
月
四
回
」

を
希
望
ず
る
人
が
、
〈
Ｂ
せ
て
八

土
ハ
人
（
五
四
・
四
％
）
と
半
数

か
超
え
て
い
る
事
有
分
か
り
ま
し

た
。
「
租
行
で
よ
い
」
と
答
え
た

人
の
中
に
も
、
夏
季
・
年
末
は
回

数
聚
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
.
m

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を

十
分
参
考
に
し
て
、
今
後
、
清
潔

で
快
適
な
住
み
よ
い
都
市
舎
昂

し
て
、
清
掃
行
政
の
一
層
の
充
実

欠
凶
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
新
春
恒
例
の
宇
治
市
消
防
出
初

め
式
が
、
一
月
七
Ｅ
午
前
十
時
か

ら
、
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
消
防
職
員
や
消
防

団
員
、
各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊

員
、
幼
年
・
少
年
・
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
員
ら
七
百
十
五
人
が
参
加
。

式
典
の
後
、
自
衛
消
防
隊
の
消
防

訓
練
や
宇
治
・
堀
池
の
私
立
幼
稚

園
児
ら
の
鼓
隊
演
奏
、
広
芝
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
防
火
た
る
み
こ
し

が
披
露
さ
れ
、
寒
風
の
な
か
約
千

λ
の
市
民
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
火
魔
完
封
か
鵡
う
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
色
を
公
ぢ
の

水
の
シ
ョ
ー
が
牢
治
川
畔
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー

み
ん
な
で
文
化
財
を

　
　
火
災
か
ら
守
ろ
う

　
一
月
二
土
八
日
は
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
。
こ
の
日
は
、
昭

和
二
十
四
年
に
、
法
隆
寺
金
堂

か
ら
出
火
し
、
国
宝
の
十
二
面

壁
画
の
大
半
が
焼
失
し
た
こ
と

か
ら
、
国
民
的
財
産
で
あ
る
文

化
財
を
ぷ
ハ
災
・
震
災
な
ど
の
災

害
か
ら
｛
Ｋ
ｖ
r
＼
ｉ
ｊ
ｃ
｡
.
ｒ
＼
ｂ
{
化
財

愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
、
平
等
院
鳳
凰
（
ほ

ラ
お
う
）
堂
や
宇
治
上
神
社
本

殿
な
ど
の
国
宝
を
は
じ
め
、
多

く
の
貴
重
な
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
郷
土
の
文
化
財
夕
ぷ
ハ
災
か

１月26日

ら
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
ひ
が

次
の
正
し
い
マ
ナ
ー
を
ｇ
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

・
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た
き

　
火
や
た
ば
こ
な
ど
の
「
火
」
を

　
使
わ
な
い
。

・
子
供
に
は
「
火
遊
び
」
を
さ
せ

　
な
い
。

　
な
お
、
消
防
本
部
で
は
一
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

　
「
み
ん
な
で
文
化
財
を
ぷ
ハ
災
か

ら
守
う
コ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

文
化
財
特
別
査
察
や
社
寺
総
合

消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

A｡文化Mを火災から守ろう

1073

古
紙
回
収
に
ご
協
力
を
！

　
古
紙
ニ
の
量
は
、
お
よ
そ
立

木
二
十
本
（
直
径
十
四
り
、
長
さ

八
μ
位
の
木
）
を
パ
ル
プ
化
し
た

握
易
量
に
匹
敵
し
康
ｙ
。
古
紙

利
用
が
な
け
れ
ば
、
パ
ル
プ
材
は

更
に
膨
心
篁
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
古
紙
の
利
用
は
、
地
球
の
森

林
資
源
を
保
護
し
、
環
境
保
全
に

も
な
り
ま
ず
。
ま
た
、
ご
み
の
減

量
で
、
又
処
風
経
費
の
節
約
に

も
な
り
未
了
。

　
市
民
の
皆
式
λ
も
、
本
市
の
古

紙
回
収
事
業
や
民
間
業
者
の
チ
リ

紙
交
換
な
ど
を
利
用
し
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
清
掃
事
務
所
）

リサイクルに強いこ関心



1990年（平成２年）１月21日発行（2）

消費生活モニター試買調査結果から

　
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
一
環
と
し
て
試
買

調
査
を
実
施
。
そ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
れ
は
公
の
テ
ス
ト
結
果
で
は
な
く
、
日

ご
ろ
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
身
近
な
日
用
品
に
つ
い
゛

て
、
モ
ニ
タ
ー
が
日
常
生
活
で
使
用
し
て
み
た
感
想

や
使
い
勝
手
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

比
べ
て
み
た
ら
　
　

台
所
用
洗
剤

　
日
ご
み
か
ら
、
せ
っ
け
ん
の
方

だ
晟
洗
剤
よ
Ｆ
湿
厩
面
・
環

境
面
で
泄
れ
て
い
る
と
い
ｐ
れ
て

い
求
ふ
、
両
者
の
違
い
を
調
べ

る
た
め
、
食
器
な
ど
の
洗
浄
に
使

’
２
　
所
用
洗
剤
十
八
種
類
に
つ
い

て
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

Ｏ
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
で
は
、

　
液
体
の
合
成
洗
剤
が
多
ぐ
並
べ

　
ら
れ
、
せ
っ
け
ん
（
液
体
・
固

　
型
・
粉
末
な
ど
）
は
比
較
的
少

　
な
ぐ
、
手
に
入
れ
に
く
い
状
態

　
だ
っ
た
。

Ｏ
台
所
用
洗
剤
は
、
家
庭
用
品

　
品
質
表
示
法
に
よ
っ
て
、
下
表

　
の
ぷ
っ
に
表
示
ず
る
こ
A
J
？
:
定

め
ら
れ
て
い
る
。
成
分
欄
に
は
、

汚
れ
登
賢
子
界
面
活
性
剤
の

種
類
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ふ
晟
洗
剤
の
場
合
は
、
同
じ
よ

‘

之
流
分
な
の
に
、
液
性
が
中

性
の
も
の
と
弱
酸
性
の
も
の
と

が
あ
っ
た
。
せ
っ
け
ん
は
、
脂

肪
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
固
型
や
粉

末
）
や
脂
肪
酸
カ
リ
ウ
ム
（
液

体
）
が
主
成
分
で
、
液
性
は
ど

れ
も
弱
ア
ル
カ
ひ
性
だ
っ
た
。

台所用洗剤の表示

品名　００００００

成分００００００

液性００００００

用途００００００

　
各
グ
ル
ー
プ
で
の
熱
心
な
調
査
の

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
昨
年
1
1

月
加
日
、
モ
ニ
タ
ー
学
習
会
で
）

○○○○

　 l- - F・ － － －－ ・ ・ ・ミ ミ ー ミ ミ ミ

Ｏ
使
用
方
法
と
し
て
、
標
準
使

　
用
量
が
、
芦
瓦
も
水
に
溶
か
し

　
た
割
合
で
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、

　
ス
ポ
ン
ジ
に
直
接
原
液
を
つ
け

　
て
洗
っ
て
い
る
人
も
多
く
無

　
伍
某
萌
な
合
成
洗
剤
は
、
使
い

　
過
ぎ
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

○
合
成
洗
剤
に
は
、
い
Ｖ
れ
≪
)

　
「
手
荒
れ
が
少
な
い
」
ど
か
「
手

　
に
や
さ
し
い
」
な
ど
の
表
現
が

　
あ
り
、
調
査
期
間
中
特
に
ひ
と

　
い
手
荒
れ
は
な
か
っ
た
が
、
せ

　
っ
け
ん
の
ぶ
り
に
手
荒
れ
の
な

　
い
状
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

○
合
成
洗
剤
に
は
香
料
の
使
用

　
が
多
く
、
赤
ち
ゃ
ん
用
洗
剤
に

　
強
い
香
料
が
便
わ
れ
て
い
た
の

　
に
は
驚
い
た
。

　
泡
立
ち
か
洗
浄
力
の
目
安
に
す

る
篇
ぶ
ら
、
泡
立
ち
が
艮
い
と

汚
れ
落
ち
が
良
い
と
い
ヶ
錯
鴬
に

陥
る
こ
と
が
あ
り
１
　
ふ
、
合
成

洗
剤
は
、
食
器
に
残
留
し
ゃ
す
く
、

手
荒
れ
の
経
堅
君
多
ぐ
見
ら
れ

ま
す
。
種
類
に
よ
っ
て
は
生
分
解

性
の
悪
い
も
の
も
あ
り
、
環
境
汚

染
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
ず
。

　
一
方
、
せ
っ
け
ん
は
、
泡
立
ち

も
適
当
に
あ
り
、
粉
末
や
固
型
な

の
忿
璽
が
目
に
見
え
、
使
い
過
ぎ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
体
へ

の
影
響
や
環
境
汚
染
な
刄
奥
え

る
と
、
安
全
性
の
高
い
せ
っ
け
ん

m
ｓ
．
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
せ
っ
け
ん
牟
貧
使
い

や
す
く
身
近
で
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
や
す
。

使
用
目
的
に
応
じ
て

乾
電
池

　
今
や
、
乾
電
池
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
り
、
家
庭
で
も

乾
曇
翠
便
っ
た
機
器
が
増
え
て

い
未
了
。
そ
こ
Ｉ
マ
ン
ガ
ン
電

池
十
二
種
・
ア
ル
カ
リ
電
池
五
種

で
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
か
便
っ
た
持
続

は
た
さ
と
ほ
う
き
の
働
き

は
ぼ
き

　
一
一
●
　
・
●
一

　
は
た
ｆ
Ｋ
Ｐ
Ｊ
ほ
う
き
の
機
能
が
併

せ
持
ち
、
掃
除
機
の
先
端
部
に
取

昨
一
付
け
て
使
シ
部
品
ぽ
ぼ
芦

は
、
ホ
コ
リ
＊
Ｐ
Ｊ
の
程
度
吸
引
す

る
の
か
、
三
種
類
の
効
果
を
調
べ

て
み
奔
に
巡
。

○
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
は
、

　
吸
引
口
に
生
地
が
吸
い
付
か
な

　
い
の
で
便
利
で
あ
る
。
じ
ゅ
う

　
た
ん
な
ど
の
大
き
い
物
は
、
時

　
間
が
か
か
る
が
、
毛
類
・
砂
・

　
ほ
こ
り
な
Ｓ
v
)
が
き
れ
い
に
吸
い

　
取
れ
る
。

○
狭
い
所
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
入

　
り
こ
み
、
電
話
機
の
す
き
間
や

　
電
気
製
品
・
天
井
・
雪
見
障
子

　
の
ほ
こ
S
i
な
ど
蔵
飛
び
散
ら

　
さ
ず
に
吸
い
込
む
が
、
先
が
針

　
金
の
は
ぽ
き
は
、
取
昨
扱
い
方

　
に
よ
っ
て
は
、
傷
を
つ
け
る
の

　
で
は
な
い
か
。
’

○
ゴ
ミ
が
絡
み
付
ぐ
と
、
吸
引

　
力
が
弱
く
な
る
。
先
が
細
い
た

　
め
、
既
つ
ま
口
が
起
こ
り
や
す

　
く
、
度
々
洗
弓
必
要
が
あ
る
。

　
ほ
う
き
で
掃
い
て
吸
い
取
る
感

じ
の
。
は
ぽ
'
(
Ｈ
)
。
は
、
ゴ
ミ
は
吸

い
取
る
が
。
汚
れ
乍
霊
敢
る
こ

と
は
で
孝
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

必
要
な
物
で
は
な
ぐ
、
や
は
ぴ
掃

除
機
夕
か
け
、
ふ
'
i
f
ｔ
s
Ｖ
'
＾
じ
忿
ず

る
方
が
、
き
れ
い
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
ラ
か
。

Ｉ
Ｉ

￥
’
Ｉ

時
間
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

○
　
マ
ン
ガ
ン
電
池
の
場
合
、
超

　
高
性
能
＊
J
>
ｒ
＼
ｉ
Ｊ
つ
て
い
る
も
の

　
は
、
高
性
態
や
富
ｋ
痔
続
時

　
間
が
長
く
そ
の
分
、
価
格
も

　
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
時
間
当

　
た
り
刄
。
、
高
性
㈲
舶
の
方
が

　
安
価
と
な
っ
た
。
ま
た
、
メ
ー

　
カ
ー
に
よ
っ
て
、
時
間
単
価
に

　
五
円
程
度
の
差
が
男
瓦
。

○
　
ア
ル
カ
リ
電
池
は
、
マ
ン
ガ

　
ン
電
池
に
比
べ
て
Ｉ
蚕
泥
り

　
五
グ
ラ
ム
程
度
重
ぐ
、
マ
ン
ガ

　
ン
電
池
よ
汀
も
二
倍
程
度
持
続

　
時
間
が
長
か
っ
た
。
メ
ー
カ
ー

　
間
の
差
は
あ
ま
ひ
な
か
っ
た
。

　
現
在
、
い
ろ
ん
な
電
池
が
出
回

っ
て
い
求
ふ
、
雷
管
的
に
応

じ
た
も
の
か
選
ぷ
こ
と
が
ｔ
ハ
切
で

す
。
電
池
は
、
種
類
で
形
も
違
っ

て
ぃ
康
ふ
、
放
電
性
も
か
な
り

遼
い
未
了
。
マ
ン
ガ
ン
電
池
は
、

時
々
休
ま
せ
る
と
力
が
回
復
す
る

の
で
、
一
度
に
長
ぐ
倣
り
な
い
機

器
に
、
ア
ル
カ
リ
電
池
は
、
電
圧

低
下
が
少
な
い
の
で
、
大
電
流
を

必
要
と
す
る
機
器
（
ラ
ジ
カ
セ
な

ど
）
に
適
し
て
ぃ
ま
ず
。

　
ま
た
、
電
池
か
購
入
す
る
時
は
、

製
造
年
月
日
表
示
を
確
か
め
ま
し

ょ
う
（
底
面
に
表
示
征
れ
て
ぃ
る

が
、
小
今
そ
読
み
に
ぐ
ぃ
と
感

じ
β
れ
た
）
。
補
償
（
漏
電
に
よ
る

器
具
故
障
に
対
す
る
も
の
）
は
、
単

三
は
製
造
日
か
ら
二
年
間
、
単
一
・

単
二
は
三
年
間
と
在
れ
て
ぃ
ま
ず
・

　
種
類
表
示
は
次
の
と
お
輿
子
。

な
お
「
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
エ
″
カ
ー
」

は
、
電
池
の
消
耗
度
か
み
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
弱
電
池
で
動
く

も
の
に
回
す
な
ど
、
乾
電
池
m

い
切
る
の
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

乾電池の種類と表記

種　　　類 表　　記

マンガン乾電池 Ｒ※１

アルカリ乾電池 ，　LR※２

酸化銀電池 SR
リチウム電池 CR

・　水　銀　竃　池 MR、NR
空気ボタン電池 PR

●i UM. SUMのこと.SUMはＰをつける．単lは20､単2は

　　　14,単3は6.例えば.R20Pは超高性能の単1のこと．

●2アルカリ電池も単1,単2,単3は20,14、6で表す。

玉
ネ
ギ
、
ゆ
で
卵
に
便
利

　
　
調
理
用
野
菜
カ
ッ
タ
ー

　
ひ
さ
肉
奎
哭
双
理
や
野
菜
嫌

い
の
子
戸
石
が
増
え
、
野
菜
か
細

か
く
す
る
作
業
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
ｙ
つ
で
す
。
調
理
用
野
菜

カ
ッ
タ
ー
が
あ
れ
ば
と
の
程
麿
便

利
な
の
か
、
み
じ
ん
切
訟
ぼ
の

機
能
の
機
種
・
四
種
類
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。

○
電
動
式
と
チ
靭
式
か
氏
べ
る

　
と
、
電
動
式
は
早
く
で
き
る
が
、

　
両
者
の
価
格
の
差
が
大
嘉
か
っ

　
た
。
上
下
運
動
や
回
転
運
動
で

ｊ
Ｉ
〃

　
野
菜
を
カ
ッ
ト
す
る
手
動
式
は
、

　
容
器
を
固
定
に
な
が
届
応
な

　
い
と
ぐ
ら
つ
く
。

Ｏ
容
量
に
よ
っ
て
一
度
に
切
れ

1074

if、最近の消費者

tす。街角でちよ

r返事など、日常

iをした話は、決

:、いろんな情報

kじめ、お年寄り

iつています。ま

洞った時などは、

)へ。

確かなものを選ぼう

地球の環境をまもる商品にエコマー

クが付いています。

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら

し
の

豆
知

識
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　世の中には｢知らないと損をする｣ことが多々あります£

問題は「知らないためにひどい目にあう｣内容が増えていｊ

つと答えたアンケート、かかってきた電話でのあいまい4

のささいなことがきっかけで、悪徳商法に引っ掛かり大l

して珍しいことではありません。市では、市民の皆さんに

を少しでも知っていただくため「消費生活講座｣の開催を1:

などを対象とした学習会や、市政だよりでの啓発などをｔ

た､消費生活相談も受け付けています。わからないことやl

気軽に消費生活相談室(市役所自治振興課内、内線385

自
分
に
合
っ
た
も
の
を

　
　
　
　
糸
よ
う
じ

類
、
実
際
に
使
っ
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。

○
糸
に
は
、
適
度
な
張
り
の
あ

　
る
も
の
が
使
い
良
い
。
や
わ
ら

　
か
い
糸
の
も
の
は
、
ほ
つ
れ
や

　
す
く
、
す
ぐ
使
え
な
ぐ
な
る
。

　
ま
た
、
糸
の
太
い
も
の
は
、
’
歯

　
の
間
に
入
る
と
出
に
ぐ
ぐ
、
歯

　
に
良
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

○
柄
の
つ
い
て
い
な
い
、
糸
だ

　
け
の
も
の
は
、
慣
れ
る
の
に
技

　
術
が
必
要
。
ま
た
、
奥
歯
に
は

　
届
き
に
ぐ
い
。

　
毎
日
、
歯
磨
き
と
一
緒
に
習

慣
付
け
る
と
、
虫
歯
予
防
や
歯
の

健
康
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し

よ
シ
か
。
歯
並
び
に
よ
っ
て
使
い

勝
手
が
違
う
の
で
、
自
分
に
合
っ

た
物
か
選
び
た
い
も
の
で
す
。

　
る
量
に
差
が
あ
る
が
、
切
る
野

　
菜
の
量
が
多
い
場
合
は
重
宝
で

　
あ
る
。
特
に
、
玉
ネ
ギ
・
ゆ
で

　
卵
に
は
便
利
。

Ｏ
ど
の
器
具
も
、
材
料
が
容
器

　
に
く
っ
つ
い
て
、
取
ひ
出
す
の

　
に
時
間
が
か
か
る
。
後
始
末
は
、

　
ヵ
″
タ
ー
が
鋭
利
な
の
で
、
注

　
意
し
な
い
と
危
険
。

　
野
菜
を
い
っ
た
ん
容
器
に
入
る

杢
答
に
切
っ
て
か
旭
帛
す
る

野
菜
ヵ
″
タ
ー
・
…
や
は
り
、
包

丁
と
ま
な
板
な
し
で
料
理
を
作
る

と
い
｀
わ
け
に
は
い
か
な
い
ぶ
コ

で
ｙ
。
た
ぐ
”
λ
み
じ
ん
切
り
に

す
る
と
き
に
は
、
あ
れ
ぼ
便
利
だ

と
は
い
え
ま
す
が
、
総
合
的
に
は

命
ま
ぴ
必
要
な
物
だ
と
は
い
え
な

い
ぶ
つ
で
す
。

品　・目　　名

湿

・垣白

特定フロンを使用しないスプレー製品

(人体に使用するものに限る)

台所流し台水切り用三角コーナー

《

台所流し台水切り用ストレーナー

　　　　　　　　　　　ろ台所流し台水切り用mi.袋

廃食用油吸収材

生ごみコンポスト化機器

環境に関する雑誌または書籍

(再生紙を使用するものに限る)

100％古紙使用のトイレットペーパー

リターナブルびん

（回収システムが確立されていること）

空びん回収ポスト

(回収システムが確立されていること)

廃食用油再生せっけん
　花･
　　χ1

次
　の

　と

　お

　り
　で

　す

廃木材再生品
(有害物質を含まないこと)
廃プラスチック再生品

(100％廃プラスチック利用のこと）

ご
利
用
く
だ
さ
い

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

２
月
2
8
日

ま
で
開
設

　
市
で
は
、
直
叙
・
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
の
一
環
と
し
て
、
不

用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
欠
二
月

二
十
八
日
團
ま
で
開
設
し
て
い

ま
す
。
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り

た
い
品
物
が
あ
れ
ば
、
電
話
か

は
が
き
で
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
登

録
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

　
現
在
登
録
鳶
？
い
る
品
物

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
譲
つ
て
ほ
し
い
〉

　
整
理
た
ん
す
、
本
棚
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
洋
服
た
ん

す
、
ワ
ー
プ
ロ
、
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
、
電
気
掃
除
機
、
パ
ソ
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ギ
タ

ー
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、

ガ
ス
こ
ん
ろ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

自
転
車
（
大
人
用
、
子
供
用
）
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
歩
行
器
、
す
べ

以
台
、
三
輪
車
、
平
均
台
、
マ

ッ
ト
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
、
ベ
ピ
ー

カ
ー
、
ミ
シ
ン
、
水
中
ポ
ン
プ
。

　
（
譲
り
た
い
〉

　
電
話
台
、
シ
ン
グ
ル
ベ
″
ド
、

ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
回
転
い
す
、

５
接
セ
″
ト
、
も
ち
つ
き
機
。

エ
ア
コ
ン
、
ア
イ
ロ
ン
、
ズ
ボ

ン
プ
レ
″
サ
ー
、
高
速
ガ
ス
レ

ン
ジ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
自
転

車
（
大
人
用
、
子
供
用
）
、
ふ
と

ん
、
座
い
す
、
ミ
シ
ン
、
マ
ッ

ト
レ
ス
、
ウ
サ
ギ
小
屋
、
洋
か

つ
ら
、
パ
ソ
コ
ン
。

▲印は減

1075

通

信

販

売

は

　
通
信
販
売
は

　
　
一
兆
円
産
業

　
新
聞
の
折
り
込
み
に
は
、
毎
日

の
ぷ
フ
に
美
し
い
通
信
販
売
の
チ

ラ
シ
が
は
い
っ
て
い
ま
ず
。
ダ
イ

レ
ク
ト
ー
メ
ー
ル
で
カ
タ
ロ
グ
が

送
ら
れ
て
来
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
玄
胞
っ
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
も

日
常
茶
飯
事
と
な
っ
て
い
ホ
ヂ
。

　
近
年
は
、
大
企
業
が
通
信
販
売

に
参
入
す
る
こ
Ａ
３
４
>
多
く
、
小
売

通信販売の表示事項

段
階
で
の
通
信
販
売
の
売
上
高
は

一
兆
円
夕
超
え
る
と
い
ｐ
れ
ま
ず
。

　
き
れ
い
な
カ
タ
ロ
グ
舎
兄
で
、

通
信
販
売
で
商
品
忿
貝
う
の
は
、

と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
直
接
商
品
か
見
て
、
説
明
を

舜
け
て
買
う
の
で
は
な
い
の
で
、

申
し
込
み
後
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く

見
ら
元
康
７
。

　
例
え
ば
「
届
い
た
品
物
が
カ
タ

ロ
グ
と
違
っ
た
」
、
「
碍
緊
申
し

入
れ
た
が
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な

い
」
、
「
余
分
な
品
ま
竺
緒
に
送

つ
て
来
て
、
そ
の
代
金
ま
で
請
求

芦
れ
た
」
な
ど
で
す
。
も
っ
と
ひ

ど
い
場
合
に
な
る
と
「
代
金
前
払

い
で
申
し
込
ん
だ
の
に
品
物
が
届

か
な
い
。
連
絡
し
て
も
通
じ
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
康
す
。

　
広
告
表
示
事
項
を

　
法
律
な
ど
で
規
制

　
通
信
販
売
の
場
合
、
消
費
者
は

広
言
竟
で
購
入
意
思
を
決
定
し

ま
Ｋ
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
「
広

事　項 表　示 偏　　　考

政　売　価　格
　(仕拷の対価

金tt(で表示 送料の表示かないときは、送料か含

まれていると見なさns

送　　　　糾 * 餉で2i 示 条(t付きはその内容が必要

付　蜀　輿　用内容と　金釦 Mil外､組立費､工事費.a置費など

･ 訂賦a t?i

麟ヨ

現ft・禿a 格
n It.It.ft価倫

代金の支払期間
代令の支払回数
T　数　料　牢 手数科牢は実質年率で表示

支払いJi i!i支払いの時期
a 弘いのn it

商品到着から○日以内など
郵厦振替、銀行ー込など

゛‰混升
E権刊のntc.］

脚|irjまたは刈限 起算日を表示すること

返　品　条　件返aの可否
返品不可の鳩合は必ず表示
返品可の鳩合その期間
送科の負担の有無

制　限　事　項

申込有勣期限 年月日で表示

Vi売数tiの制限 数量とIS充方法(先着順など）

心血担傑責任の制限 表示しなければ民法570条ig用

氏r. またはc,祢 杜　　　　　名

注　　　　所 住　　　　　所

表示の省略をする

鳩合

｢請求あ')次構カタロ

グや説明書をa付｣

などの表示

カタログ,説明書など有料のときは

額をam. 申し込みの有効期限.IS

売靉皿の制限があるときは表示の必

要があi

告
」
が
通
信
販
売
の
す
べ
て
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
「
訪
問
販
売
法
」
や
「
割

賦
販
売
法
」
な
ど
で
は
、
広
告
の

表
示
事
項
蔵
皐
上
表
の
と
お
り

定
め
て
い
ま
ｙ
。
例
え
ば
、
届
い
た

品
物
が
広
告
と
違
っ
た
よ
｡
？
s
Ｈ
場

合
、
返
品
で
き
る
か
ど
之
ぶ
表

示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
、
商
品

そ
の
た
め
、
日
本
通
信
販
売
協
会

で
は
、
独
目
に
「
広
告
表
示
系
準
」

か
設
け
「
品
質
・
素
材
・
性
能
・

形
態
・
色
彩
・
量
目
・
大
m
U
'

製
造
者
名
・
取
征
扱
い
方
法
な
ど

を
可
能
な
限
ひ
多
く
表
示
ず
る
こ

商
品
な
芦
の
誇
大
広
告
も
草
ｙ
し

て
い
未
了
。
広
告
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
畳

く
の
は
不
可
能
と
し
て
も
、
購
入

m
め
る
と
き
は
、
商
品
や
役
務

の
内
容
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
情

報
か
掲
載
し
て
い
る
広
告
金
屋

に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
柔
ｙ
。

　
利
用
上
の
注
意
点

①
広
告
を
保
存

　
申
込
商
品
の
迢
陛
、
商
品
な

ど
が
手
元
に
届
く
ま
で
、
保
存
し

て
お
孝
ま
し
ょ
う
。

②
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は
で
き

　
な
い

　
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー

オ
フ
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

返
品
条
件
が
ａ
ｊ
.
ｒ
v
ｔ
＜
つ
て
い
る
か
、

商
品
が
気
に
入
灸
肪
と
底
唇
Ｅ

で
き
る
か
と
７
か
、
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
私
番
箱
だ
け
は
要
注
憲

　
会
社
の
営
業
所
在
地
の
表
示
が

な
ぐ
、
私
書
箱
だ
ぼ
表
示
し
て

い
る
業
者
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
と
き
、
連
絡
が
£
ｙ
に
困

る
こ
と
旦
宕
乖
ｙ
の
ｖ
ｙ
　
ｓ
j
ｔ
ｏ

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

④
利
息
に
も
注
憲

　
代
金
の
前
払
い
は
、
一
部
で
あ

っ
て
も
擢
発
労
が
艮
い
で
し
ょ

う
。
分
割
払
い
の
場
合
は
、
手
数

料
の
額
や
利
息
な
ど
に
注
意
し
、

高
い
買
い
物
だ
と
後
悔
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
信
用
で
き
る
業
者
を

　
全
国
に
、
通
信
販
売
の
業
者

は
二
↑
三
千
社
あ
り
ま
ず
が
、

協
会
に
加
盟
し
て
い
る
の
は
百
八

十
社
余
り
に
す
ざ
ｆ
ｙ
、
大
半
の
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
業
者
に
は
、
協
会

の
自
主
規
制
が
及
び
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
業
者
の
選
定
も
十
分
検

討
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
注
文
し
て
い
な
い
商
品

が
、
代
金
引
換
郵
便
で
送
β
れ
て

来
る
こ
と
が
あ
り
水
子
。
家
族
に

確
認
す
る
な
ど
し
て
、
う
っ
か
り

代
金
一
屡
傘
つ
こ
と
の
な
い
ぷ
コ

注
意
Ｌ
差
し
ょ
う
。

　
子
供
向
け
も

　
花
盛
り

　
小
・
中
学
生
向
け
の
雑
誌
や
マ

ン
ガ
の
本
な
ど
に
も
、
お
も
ち

ゃ
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
商
品

の
迢
励
載
っ
て
い
濠
万
一
。
中
に

は
「
身
長
が
高
く
な
る
」
、
「
簡
単

に
や
せ
ら
れ
る
」
と
か
「
記
憶
力

が
抜
群
に
な
る
」
な
ど
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
器
具
類
な
ど
の

広
告
も
あ
り
ま
ず
。

　
子
供
の
中
に
は
、
親
に
内
緒
で

申
に
込
み
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

も
親
に
相
談
‘
ｊ
予
、
泣
き
寝
入

り
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
ぷ
つ
’
で

す
。

　
子
供
た
ち
が
こ
シ
し
た
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
も
、
家
族
で
一

度
、
通
信
販
売
気
胞
？
器
場
合

の
注
意
点
に
つ
い
て
、
話
し
合
つ

て
ぐ
だ
さ
い
。お買物のめ

やす　消費

者物価20

（1月分）

　この公表価格は、Ifl初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　目 規　　　格 平均
価格

価格状況

琵 最低
価格封前月比 吋月り年比

灯　　油
18(店頭 795円 ｄ 231 906円70)円

＼st配達 843 2.1 21.1948 800

ガソリン
レギュラー1 (現金
充I) 122 ▲1.6 5.2 126 113

ティッシ3.

　ペーＺぐ－

400枚入I箱

けりネックス･スコっテイ) 141 ▲4.1▲5.4 173 101

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20m 198 ▲7.9▲7.0 245 152

アル
ヽイル 25CIT1X8 m 143 ▲6.5▲6.5 186 91

Kャンプー液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 237 ０ 3.0 237 236

洗m用
　扮石けん 2.4kg 795 0.9▲1.9 937 515

牛　　肉
すき焼用
中程度100 g 426 3.6 22.4618 266

塩さけ 切身100g 389 8.4 17.9597 288

バレイショ 男爵l∽g 21 5.0▲16.0 47 10

キャベツ中玉1*11kg 174 30.8▲27.2
273 103

鶏　　卵
琵芯イX '<■■/ク入

179 ▲10.9 19.3274 134

食用油
日清サラダ油

ポリ容器1000 g 454▲5.8 A 4.8 565 304

しよう油キッコーマン濃口
ポリ容器入1 t 254 2.0 4.1 296 186

砂■　　糖 上白1kg 232 4.0▲2.9 255 172

小麦粉 日清小麦粉フラワー
Ug (薄力粉） 198 2.6▲0.5 228 160

インスタント
　コーヒー ネ又カフェェクセラ

瓶入150 g 836 ▲ 2.7 A 1.8 963 711

み　　そタヶヤミソ1kg348 ▲1.4 ０ 369 204

食／ぐン
普通品１斤
(スライスしたもの)

m 1.8 13.2206 144

洗s代 ワイシャツ，
白の長そで 162 A 1.2 10.2翻 140

上
手
に
利
用
し
よ
う
、
通
信
販
売

暮
ら
し
の
情
報

不
用
品
情
報
セ
ン

タ
ー
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千
数
百
年
の
間
、
美
し
い
自
然

に
は
ぎ
次
れ
て
參
だ
ふ
る
さ
と

早
治
の
歴
史
と
文
化
の
あ
ゆ
み
に

つ
い
て
、
学
習
Ｌ
ぎ
ヂ
。
哲
。
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ネ
ｙ

　
▼
Ｒ
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

宇治の歴史と文化を学ぶ講座の日程･内容

回 月日 内　　　　容 講　師

１ 2/8
困

大むかしの宇治
一発W,調査の成果から－

教育委貝会職貝

２ 2/14
團 京をめぐる道と港 愛知県立大学助緻授

　秋山　元秀さん

３ 2/21
團

宇治川のロマン
ー古典の世界に遊ぷ－

歴史資料館鯨長
　辻　ミチ子さん

４ 2/23
吻

現地学習
一市内遺跡･古墳･資料館－

歴史資糾館館長　it ふ1--f-昌

～正午ただし第4講は午前9時4時。※時間は午後2時～

お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
？
ハ
▼
定
員
・
：

4
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
無
料

▼
申
し
込
み
・
・
・
１
月
習
昴
か
ら
、

木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館

で
。
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
高
齢
者
料
理
教
室

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
珊
え
た
ご

は
ん
料
理
奎
貨
単
子
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
７
日
叫
午
前

９
時
半
ト
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
・
：

小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
高
齢
者
の

栄
養
と
健
康
の
話
、
米
か
便
っ
た

料
理
実
習
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で

6
0
歳
以
上
の
人
▼
定
員
・
：
2
5
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持

ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
４
ん
、
ふ

｀
兄
、
筆
記
用
具
▼
申
１
　
込
み
・
：

１
月
2
2
日
卯
か
ら
、
小
倉
公
民
館

へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
・
高

齢
者
福
祉
課
・
農
林
茶
業
課
・
食

牛
活
改
善
推
進
員
（
若
葉
の
命
）

　
礼
儀
・
作
法
教
室

　
人
と
接
す
る
マ
ナ
ｉ
‐
ふ
嵩
し
ぐ

学
習
卜
笙
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公
民
館
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
講
座

礼儀･作法教室の日程･内容

月日 内　　　　容，

望 さきはう女性の言葉づかい、

Ｖ 美しい立ち居振る舞い(1）

2/14
團 金封の折り形

望 美しい立ち居振る舞い(2)

間はいずれも午前o時～正午豪時

終
了
後
も
サ
ー
ク
ル
の
会
員
と
し

盃
脳
で
き
る
人
▼
定
員
・
・
・
2
5
人

（
先
着
順
）
▼
講
師
・
・
・
福
知
和
子
き

も
の
学
院
・
福
知
和
子
さ
ん
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
小
倉

公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
冬
の
親
子
天
文
教
室

　
▼
と
き
・
：
２
月
２
日
圖
、
午
後

７
時
ｒ
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
冬
の
星
座
と
月

木
星
・
星
団
・
星
雲
と
皆
既
月
食

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
生
以

－

１

１

お
知

ら
せ

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
農
林
水
産
省
で
は
、
二
月
一
日

現
在
で
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
示
ｙ
。
こ
の
調
査
は
、
農
家
・

林
家
の
戸
数
や
経
営
面
積
・
経
営

の
現
況
な
ど
を
知
る
Ｚ
ず
る
も

の
で
、
五
年
ご
と
に
行
ｐ
れ
、
今

後
の
農
林
業
の
各
種
振
興
施
策
に

役
立
て
β
な
ぞ
。

　
二
月
一
日
出
前
後
に
農
家
・
林

家
に
調
査
を
お
願
い
し
、
二
月
中

旬
ま
で
に
回
収
１
　
　
示
す
。
調
査
し

上
の
テ
と
そ
の
親
▼
定
員
…

1
0
0
人

▼
持
ち
物
…
筆
記
具
、
小
さ
い
懐

中
電
灯
、
防
寒
具
、
あ
れ
妓
眼
鏡

▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
講
師
・
・
・
明
星

天
文
館
館
長
・
江
上
賢
三
’
兄
▼

協
力
・
・
史
聊
ハ
文
同
好
心
一
『
夢
見

き
▼
申
に
込
み
・
：
１
月
2
2
日
囲

か
ら
、
中
央
公
民
館
へ
、
電
話
か

直
接
来
館
で
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
人
形
劇
づ
く
り
教
室

　
地
～

て
み
た
い
人
、
m
加
＊
J
°

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

た
事
項
は
統
計
か
作
成
す
る
た
め

に
だ
に
ｙ
ｐ
れ
、
そ
れ
以
外
の
目

的
で
使
用
会
笞
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
農
業
委
員
会

　
選
挙
人
名
簿
の
調
製

　
農
業
委
員
会
で
は
、
選
挙
入
名

簿
に
登
載
で
き
る
人
（
一
月
一
日

現
在
）
を
調
査
し
て
い
ま
ず
。
登

載
申
請
書
聖
木
提
出
の
人
は
、
至

急
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
申
請
書
が
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
、
選
挙
人
名
簿

未
登
載
と
な
征
伐
祭
で
竟
防
場

合
が
あ
り
ま
ゐ
で
ご
注
ｌ
ｉ
v
だ

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
実
習

室
１
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
人
▼

定
員
・
・
・
印
人
（
先
着
順
）
▼
持
ち
物

・
・
・
開
講
時
に
連
絡
▼
参
加
費
・
：
無

料
▼
指
導
・
：
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

『
Ａ
Ｗ
Ｏ
^
Ｃ
Ｖ
Ｃ
＾
』
▼
申
し
込
み
・
・
ｉ

月
2
2
日
間
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
▼
そ
の
ａ
.
.
.

保
育
は
特
に
設
け
ま
せ
ん
が
、
子

ぐ
轍
武
可
．
（
中
央
公
民
館
）

人形劇づくり教室の日程･内容

回月日 内　　　　容

１ 1/30
(火

開講式．オリエンテーション

班づくり、シナリオづくり(11

２ 2/6
関 シナリオづくり(Ⅱ)

３2/13
(勾 人形づく0 (I)

４ 2/20(火)人形づく') (n)

５ 2/27
(火)

人形づく1 (Ⅲ
舞台装置づくり

６ 3/6
関 練　　習(I)

７ 3/13
(幻

練　　習（B

８3/20(火 II ノゝ－サル

９望 発表(ゅうあい劇場)、合評

－
－
－

さ
い
。
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
。
文
書
の
書
き
方
教
室

　
読
書
推
進
講
座
と
し
て
「
文
書

の
書
き
万
に
教
室
を
開
催
。
自
分

の
意
見
や
経
験
戻
入
書
に
い
か
に

書
く
の
か
、
学
習
し
ま
ず
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
習
吊
、
３
月

２
日
岡
３
月
1
5
日
閑
。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と

こ
ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
集
会
室
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
で
３
回
と
も
出
席

で
き
る
人
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
講
師
・
・
・
京
都
新
聞
社
社
会

部
・
清
原
邦
雄
さ
ん
▼
受
講
料
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
中
央
図
書
館

（
容
⑩
1
5
1
1
）
へ
電
話
か
直
接

来
館
で
。
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
…
１
月
2
4
日
團
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
よ
み
克
笹
、
紙
芝
居
▼
対
象

・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入

Ｓ時間は第g講以外、I'ずれも午前lo昨～

　正午。

場
は
子
μ
も
だ
け
）
▼
参
加
費
・
・
・

無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
中
央
図
書

館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
新
春
特
別
経
営
講
演
会

　
現
職
経
営
者
の
経
営
哲
学
と
そ

の
商
法
を
学
び
、
企
業
経
営
に
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
・
▼
と
き
・
・
ｉ
月
2
3
E
㈹
、
午
後

１
時
半
Ｆ
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
商
工

会
議
所
大
会
議
室
▼
講
師
・
・
血
屈

光
夫
岑
ん
（
㈱
モ
リ
シ
ゲ
代
表
取

締
役
）
▼
テ
ー
了
・
三
種
の
神
器

と
私
の
ア
イ
デ
ア
商
法
▼
参
加
費

…
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
商
工
心
一
議

所
（
き
⑩
3
1
0
1
）
へ
電
話
で
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
a
-
ｍ
r
　
ｙ

Ｖ
主
催
＝
・
宇
治
市
・
宇
治
商
工
心
一

議
所
・
中
小
止
業
相
談
所
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
下
表
の
と
お
り
Ｏ
Ａ
講
座

　
寒
い
季
節
M
請
に
過
ご
す

た
め
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
規
則
正
し
い
生
活
を
・
・
・
過
労

　
を
避
け
、
睡
眠
を
十
分
に
。

○
体
力
を
落
と
さ
な
い
・
：
栄
養

　
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　
か
す
る
。
自
分
に
適
し
た
運

　
動
を
筈
心
の
中
に
と
り
入
れ
、

　
持
続
し
て
行
う
。

○
保
温
に
注
意
・
・
・
衣
服
と
寝
具

　
盈
震
に
。
暖
房
中
は
換
気

　
し
、
湿
度
に
毎
篠
け
る
。

　
一
月
七
日
圓
、
宇
治
中
学

校
体
育
館
で
、
新
春
茶
会
（
初

釜
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
お
点
前
忿
繋
？
巡
の
は

宇
治
中
w
ク
ラ
ブ
、
菟
道

小
、
菟
道
第
二
小
、
神
明
小
の

牛
徒
・
児
童
、
堕
柾
大
の
留

学
生
ら
約
五
十
人
。
宇
治
中

演
劇
部
員
に
よ
る
千
利
休
に

'
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回ｍ討ﾕ

滅

1076

を
聞
き
津
ｙ
。
申
し
込
み
は
同
セ

ン
タ
ー
（
豊
㈲
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

ＯＡ講座の日程・内容

講座名 期間 昭日 時間 回数定員 受講料

パソコン初m 2/3～3/31 水・土 18:30-21:0014 20 14,000

11　　（中級）2/1-3/8 月・木 18:30～21:0010 20 10,000

!(MS-DOS) ＼/n～zm 水・土 18:30-21:00６ 10 6.000

ワープロ 2/1～2/22 月・木 18:30-21:00６ 10 6,000

2/4～3/18 日 9:30-12:00６ 10 6,000

1!（中高年）2/5～2/28月･水･金9:30-15:30８ 20 9,000

　
血
圧
の
高
い
人
は
急
に
寒
い

　
所
に
出
な
い
。

Ｏ
風
邪
の
予
防
を
・
：
ラ
が
い
を

　
十
分
に
す
る
。
風
邪
や
イ
ン

　
フ
ル
エ
ン
ザ
は
手
指
を
通
じ

　
て
も
感
染
す
る
の
で
、
手
指

　
も
よ
ぐ
洗
う
こ
と
。

○
風
邪
を
ひ
い
た
ら
・
：
安
静
を

　
保
つ
。
入
浴
、
喫
煙
は
控
え
る
。

　
栄
養
価
が
高
く
、
消
化
の
良

　
い
も
の
參
良
べ
る
。
症
状
が

　
重
い
場
合
は
早
め
に
医
師
の

　
診
察
欠
　
（
保
健
予
防
課
）

２
月
1
8
日
（
日
）

観
光
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

　
ぶ
る
さ
と
宇
戸
の
味
覚
を

見
て
、
食
べ
て
楽
し
む
「
ふ
る
さ

と
の
味
到
・
徊
不
と
ｎ
味
心
ご
剔

二
月
十
八
日
聞
に
、
観
光
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
未
了
。

　
奮
っ
て
襄
茄
ぐ
だ
さ
い
。

各
種
コ
ー
ナ
ー

◆
宇
治
に
ち
な
ん
だ
料
理
、
土

　
産
品
の
展
示
会
と
賦
食
コ
ー

　
ナ
ー
（
観
光
セ
ン
タ
・
１
２
階
）

　
‐
百
溺
の
豪
雪
習

　
１
　
凰
鍋
二
人
前
セ
″
ト
が
そ

　
れ
ぞ
れ
十
人
に
、
宏
男
絵

　
は
が
き
五
枚
セ
″
ト
が
百
人

　
に
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

　
も
あ
り
未
了
。

◆
料
理
賞
味
会
（
平
等
院
南
門

　
前
宇
治
駐
車
場
ビ
ル
２
階
）

　
　
早
春
の
味
覚
・
宇
治
十
帖

　
味
め
ぐ
り
「
橋
姫
御
膳
」
か
貴

　
味
（
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

　
三
時
ま
で
、
一
時
間
ご
と
に

　
四
回
）
。

◆
茶
だ
ん
ご
製
造
・
賦
食
会
と

　
宇
治
に
ち
な
ん
だ
観
光
土
産

　
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
観
光

　
セ
ン
タ
ー
隣
昨
兎
童
公
園
）

◆
拝
観
―
平
等
院
庭
園

参
加
券

　
参
加
券
は
一
枚
二
千
五
百
円

（
六
百
人
限
り
）
で
、
料
理
賞
味

お
楽
し
み
抽
選
券
が
セ
″
ト
に

な
っ
て
い
未
了
。

　
前
売
り
券
は
、
本
日
か
ら
、

観
光
セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内
所

　
（
宇
治
橋
西
詰
・
近
鉄
大
久
保

駅
）
、
宇
治
商
工
会
議
所
、
京
阪

交
通
社
各
営
業
所
で
発
売
。
電

話
予
約
は
観
光
セ
ン
タ
ー
（
豊

⑩
１
４
）
だ
け
、
賞
味
会
の

時
間
指
定
可
。
問
ｋ
Ｂ
せ
は

宇
治
市
観
光
協
会
（
観
光
セ
ン

タ
ー
内
・
容
⑩
３
ａ
４
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

〈
要
約
筆
記
講
習
会
〉

　
要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
に
障
害

か
痔
っ
「
中
途
失
聴
者
」
、
「
難
聴

者
」
が
参
加
し
て
い
ゑ
冒
な
ど

で
、
話
の
内
容
奎
間
単
に
毒
こ
め

て
筆
記
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
Ｉ
シ
ョ

ン
を
図
る
と
り
ｇ
）
の
。
耳
の
不

自
由
な
人
た
ち
夕
応
援
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
７
日
１
３
月
７

日
の
毎
週
水
曜
（
全
５
回
）
、
午
後

Ｌ
時
半
ｒ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

ふ
福
祉
会
館
▼
内
寮
・

体
験
発
表
な
ど
▼
講
師
：
大
山
医

　
▲
実
際
の
要
約
筆
記
の
様
子

院
き
こ
え
の
部
屋
室
長
・
片
山
高

会
几
、
牢
治
市
要
約
筆
記
サ
ー
ク

ル
「
や
ま
び
こ
」
・
森
本
真
紀
さ
ん
、

上
松
照
子
さ
ん
、
福
祉
年
金
課
職

員
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
対
象
…
難

聴
者
に
理
解
舎
ふ
し
て
ぐ
れ
る
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
ふ
お
せ
・
：
１

月
3
1
日
困
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
（
豊
⑩
５
６
５
Ｏ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

⑩
Ｏ
Ｑ
５
７
）
へ
。

　
な
お
、
会
場
に
は
Ｏ
Ｈ
Ｐ
．
磁

気
誘
導
ル
ー
プ
盈
需
じ
乖
ｙ
。

中
途
矢
聴
者
や
難
聴
者
も
ご
参
加

凭
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
心
一
）

　
手
足
、
耳
の
不
自
由
な

　
人
の
巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
き
…
１
月
2
2
日
間
、
午
後

Ｌ
時
ｙ
３
時
▼
と
こ
ろ
…
磐
福

祉
全
一
館
▼
相
談
内
容
…
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要

な
診
断
、
補
装
具
の
交
付
や
修
理

に
必
要
な
診
断
▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
…

福
祉
年
金
課
障
害
福
祉
係
（
内
線

３
３
４
）
へ
。

　
な
お
、
手
帳
の
交
付
・
再
交
付
申

請
に
は
印
鑑
と
顔
写
真
（
縦
４
ｔ

Ｘ
横
３
り
）
が
、
補
装
具
の
交
付
・

修
理
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
。
ま

た
、
現
在
補
装
具
を
使
用
し
て
い

る
人
は
、
必
ず
禰
装
具
の
持
参
匁

相
談
は
無
料
。
（
福
祉
年
金
課
）

　
車
い
す
専
用
住
宅
の

　
入
居
者
募
集

　
’
市
営
住
宅
の
車
い
す
専
用
住
戸

の
入
居
者
を
募
集
し
示
ｙ
。

　
〈
大
久
保
旦
椋
市
営
住
宅
（
第
２

種
）
〉
・
・
大
久
保
町
山
ノ
内
３
番
地

　
▼
募
集
戸
数
入
居
時
期
・
家
賃

・
：
１
戸
・
平
成
５
年
４
月
ご
ろ
・
未

定　
〈
五
ヶ
庄
福
角
市
営
住
宅
（
第
２

種
）
〉
…
五
ケ
庄
福
角
１
番
地
の
Ｉ

　
▼
募
集
戸
数
入
居
時
期
・
家
賃

・
・
上
戸
・
平
成
２
年
５
月
・
二
万
八

千
円

　
〈
要
領
〉

　
▼
申
し
込
み
資
格
・
・
・
①
住
宅
に

困
っ
て
い
る
市
内
在
住
者
で
あ
る

こ
と
②
同
居
者
ま
た
は
同
居
に
工

フ
忌
葛
親
族
（
内
縁
関
係
や
婚

約
者
を
含
む
）
が
あ
り
、
そ
の
親
族

の
中
に
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

っ
て
身
体
障
害
者
壬
唄
の
交
付
を

営
け
（
手
替
吊
を
含
む
）
、
そ
の

障
害
程
度
が
お
お
ひ
ね
Ｉ
、
２
級

程
度
で
、
か
つ
、
同
法
及
び
児
竜
福

祉
法
に
ト
多
車
い
す
の
交
付
か
受

け
（
手
誓
吊
を
含
Ｕ
）
、
そ
れ
を

常
用
し
て
い
る
ｆ
ｔ
体
障
害
者
（
児
）

が
い
る
こ
と
③
市
内
に
居
住
す
る

２
人
の
保
証
人
が
あ
る
こ
と
④
基

準
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と
▼
営
け

付
け
・
・
・
１
月
2
2
日
㈲
～
3
1
日
困
▼

申
し
込
み
・
問
い
命
幻
せ
・
：
住
宅

課
（
内
線
３
７
５
）
へ
。
（
住
宅
課
）

宇治の歴史と文化を学

ぶ講座　木幡公民館で

2月8日から

福
祉
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
の
味
覚

展
示
と
賞
味
会

　寒さに負けず…

冬を健康に

ル
ポ

初釜
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